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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
日
本
リ
ー
グ
に

所
属
す
る
地
元
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ

ュ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
「
ウ
ィ
ン
グ

ス
」。昨
シ
ー
ズ
ン
の
Ｗ

１
リ
ー
グ
を
全
勝
で
終

え
、
入
れ
替
え
戦
に
も

勝
利
し
て
、
つ
い
に
最

高
峰
と
な
る
Ｗ
リ
ー
グ

に
昇
格
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
回
、
同
リ
ー
グ

で
の
戦
い
ぶ
り
や
チ
ー

ム
内
の
様
子
を
キ
ャ
プ

テ
ン
の
栗
原 
綾  
子 
選
手

り
ょ
う 

こ

に
伺
い
ま
し
た
。

※
文
中
の
成
績
は
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
時（
１
月　
１７

日
現
在
）の
も
の
。

―
ま
ず
は
、
Ｗ
リ
ー

グ
昇
格
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
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―
そ
し
て
現
在
Ｗ
リ

ー
グ
で
８
チ
ー
ム
中
６

位
。
こ
れ
ま
で
の
自
分

た
ち
の
戦
い
ぶ
り
は
？
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―
ウ
ィ
ン
グ
ス
は
ど
ん
な

チ
ー
ム
で
す
か
？
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―
と
こ
ろ
で
普
段
は
ど
ん
な
生
活
を
？
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―
そ
れ
で
は
、
最
後
に
今
後
の
目
標
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。
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昨年３月、ＷＪＢＬ（バスケットボール女子日本リーグ
機構）のＷリーグに昇格。

アイシン・エィ・ダブリュ　ウィングス
のみなさん
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安安
城城
市市
域域
のの
大大
部部
分分
はは
「「
碧碧
海海
台台
地地
」」

とと
呼呼
ばば
れれ
るる
洪洪
積積
台台
地地
でで
、、
江江
戸戸
時時
代代
まま

でで
はは
ああ
まま
りり
開開
発発
がが
進進
まま
ずず
、、「「
安安
城城
ヶヶ
原原
」」

とと
呼呼
ばば
れれ
るる
荒荒
れれ
地地
がが
広広
がが
っっ
てて
いい
まま
しし

たた
。。
江江
戸戸
時時
代代
後後
期期
、、
ここ
のの
台台
地地
にに
川川
をを

掘掘
りり
、、
矢矢
作作
川川
かか
らら
水水
をを
引引
きき
込込
もも
うう
とと

壮壮
大大
なな
計計
画画
をを
しし
たた
のの
がが
和和
泉泉
村村（（
現現
在在

のの
和和
泉泉
町町
））のの
都都
築築
弥弥
厚厚
でで
すす
。。
弥弥
厚厚
はは
、、

や 
こ
う

５５
年年
のの
歳歳
月月
をを
かか
けけ
、、
私私
費費
でで
測測
量量
をを
行行

いい
、、
幕幕
府府
のの
援援
助助
をを
取取
りり
付付
けけ
まま
しし
たた
。。

しし
かか
しし
、、
領領
主主
やや
住住
民民
のの
猛猛
反反
対対
にに
ああ
いい
、、

全全
財財
産産
をを
投投
じじ
たた
彼彼
のの
計計
画画
はは
志志
半半
ばば
にに

しし
てて
完完
成成
すす
るる
ここ
とと
もも
なな
くく
、、
弥弥
厚厚
はは
過過

労労
でで
倒倒
れれ
てて
しし
まま
いい
まま
しし
たた
。。

ここ
ここ
西西
蓮蓮
寺寺
にに
はは
、、
都都
築築
弥弥
厚厚
のの
家家
にに

ああ
っっ
たた
茶茶
室室
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
弥弥
厚厚
のの
死死
後後
、、

彼彼
のの
残残
しし
たた
莫莫
大大
なな
借借
金金
のの
たた
めめ
、、
都都
築築

家家
がが
ここ
のの
茶茶
室室
をを
手手
放放
しし
、、
そそ
れれ
をを
譲譲
りり

受受
けけ
たた
人人
がが
、、
ここ
ここ
西西
蓮蓮
寺寺
にに
寄寄
付付
しし
たた

のの
でで
すす
。。

ここ
のの
茶茶
室室
はは
江江
戸戸
時時
代代
のの
文文
化化
・・
文文
政政

期期（（
１１
８８
００
４４
〜〜
２２
９９
年年
））のの
宗宗

流流
のの
茶茶

そ
う 
へ
ん

人人
不不
蔵蔵

ふ 
ぞ
う

庵庵あ
ん

龍龍り
ゅ
う

渓渓
のの
作作
とと
いい
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

け
い

ここ
のの
茶茶
室室
のの
座座
敷敷
はは
二二
畳畳
台台
目目
でで
すす
。。「「
台台

だ
い 
め

目目
畳畳
」」
とと
はは
一一
畳畳
よよ
りり
少少
しし
小小
ささ
めめ
のの
畳畳

をを
いい
いい
、、
そそ
ここ
でで
茶茶
をを
たた
てて
まま
すす
。。
茶茶
室室

のの
隣隣
のの
「「
控控
のの
間間
」」
とと
はは
壁壁
でで
仕仕
切切
らら
れれ

てて
おお
りり
、、
庭庭
のの
飛飛
石石
をを
伝伝
っっ
てて
茶茶
室室
にに
入入

と
び 
い
し

りり
まま
すす
。。
入入
りり
口口
はは
狭狭
いい
「「
にに
じじ
りり
口口
」」

でで
はは
なな
くく
、、
立立
っっ
たた
まま
まま
入入
るる
「「
貴貴
人人
口口
」」

き 
に
ん 
ぐ
ち

でで
ああ
りり
、、
障障
子子
戸戸
にに
すす
るる
ここ
とと
でで
、、
茶茶
室室

にに
明明
るる
ささ
をを
与与
ええ
てて
いい
まま
すす
。。

弥弥
厚厚
はは
多多
芸芸
なな
文文
人人
でで
もも
ああ
りり
まま
しし
たた
。。

俳俳
句句
もも
作作
りり
、、
そそ
のの
句句
碑碑
はは
安安
城城
公公
園園
内内

のの
文文
学学
のの
散散
歩歩
道道
にに
ああ
りり
まま
すす
。。

「「
木木
がが
らら
しし
もも

まま
つつ
にに
移移
れれ
ばば

松松
のの
風風
」」

★西蓮寺
東端農村公園

明祥中

東端町

長田川

主要地方道安城碧南線

都都築築弥弥厚厚茶茶室室
その３４

今月の案内人

東端諦
たい

淳さん（東端町）
じゅん

★西蓮寺（東端町）

茶室と貴人口


